
- 1 -

2 0 2 4 - 2 5 年 度 国 際 ロ ー タ リ ー テ ー マ  

「 ロ ー タ リ ー の マ ジ ッ ク 」  

2 0 2 4 - 2 5 年 度 ク ラ ブ テ ー マ  

「 互 い に 親 し み ・ 広 げ よ う 交 流 と 親 睦 」  

 

週  報  第 ２ ７ ６ ３ 回  

２ ０ ２ ４ 年 １ ０ 月 １ １ 日  

              八 千 代 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ  C L U B  N O . 1 5 0 7 0  

今 回 例 会 行 事         テーマ：現在の子ども食堂について 

担  当：社会奉仕委員会  卓話者：ふらっとホーム大和田 橋本隆夫様 

次 回 例 会          テーマ：月見の会・新入会員歓迎会 

担  当：親睦活動委員会・ＳＡＡ  場所：さわ田茶屋     
♦ ♢ ♦ ♢ 第 ２ ７ ６ ２ 例 会 ♢ ♦ ♢ ♦  

 
司 会  佐 野 忠 信  

 
「 君 が 代 」 「 奉 仕 の 理 想 」  斉 唱  
 
お 客 様  
 
米 山 記 念 奨 学 生  

 ハ ル シ ュ ・ ア ニ メ ー シ ュ 様  
 

会 長 挨 拶     会 長  安 宅 照 男  
 
１ ０ 月 ２ 日 会 長 、 幹 事 会 が 開 催 さ れ １ １

月 ９ 日 に 行 わ れ る ラ ー ニ ン グ セ ミ ナ ー の
テ ー マ に つ い て 協 議 を 行 い ま し た 。  

卓 話 者 は 、 第 ２ ７ ９ ０ 地 区 ラ ー ニ ン グ 系
４ 委 員 会 （ 理 念 委 員 会 、 ラ ー ニ ン グ 委 員
会 、 D Ｅ Ｉ 推 進 委 員 会 、 Ｒ L Ｉ 委 員 会 ） で
す 。 研 修 対 象 者 は 、 全 会 員 。 「 ロ ー タ リ ー
と し て の Ｄ Ｅ Ｉ 」 が テ ー マ で 各 テ ー ブ ル に
て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し て 頂 き ま す 。 尚 、 入
会 後 ５ 年 未 満 の 方 は 、 参 加 必 須 と な り ま
す 。  

 
D E I と は 、 「 D i v e r s i t y ,  E q u i t y  &  

I n c l u s i o n 」 （ ダ イ バ シ テ ィ ・ エ ク イ テ ィ ・
ア ン ド ・ イ ン ク ル ー ジ ョ ン ）  

【 多 様 性 】  【 公 平 性 】  【 包 括 性 】 を 意
味 し ま す 。 様 々 な 背 景 や 経 験 を 持 つ 人 々
が 公 平 に 扱 わ れ 、 す べ て の 人 が 平 等 に 参
加 で き る 環 境 を 作 る こ と を 目 指 す も の で
す 。 社 会 奉 仕 や 国 際 的 な 奉 仕 活 動 を 通 じ

て 、 Ｄ Ｅ Ｉ の 原 則 を 推 進 し 、 世 界 中 の 人 々
と 協 力 し て 社 会 問 題 を 解 決 す る 方 法 な
ど 、 ロ ー タ リ ア ン と し て ど う 思 っ て い る か を
各 テ ー ブ ル に て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン す る そ う
で す 。 多 く の 方 に ご 参 加 く だ さ い と の こ と
で し た 。  

 
２ ０ ２ ４ － ２ ５ 年 度  第 ２ ７ ９ ０ 地 区 ロ ー タ

リ ー 財 団 セ ミ ナ ー が ９ 月 ２ ８ 日 行 わ れ 、 市
原 財 団 委 員 長 、 田 村 副 委 員 長 、 中 島 貞
好 会 長 エ レ ク ト 、 朝 戸 副 幹 事 、 寺 沢 幹
事 、 安 宅 ６ 名 に て 参 加 し て き ま し た 。 今 回
は 、 ロ ー タ リ ー 財 団 や 寄 付 に つ い て さ ら
に 理 解 が 深 ま る 情 報 、 伝 達 、 企 画 、 提 案
の 情 報 伝 達 の 他 、 補 助 金 プ ロ ジ ェ ク ト の
具 体 例 紹 介 な ど 、 ク ラ ブ に て 実 際 に プ ロ
ジ ェ ク ト を 企 画 ・ 実 行 す る 上 で 参 考 に な る
題 材 を 中 心 に 取 り 扱 う セ ミ ナ ー で し た 。  

 
ロ ー タ リ ー 財 団 の 使 命 や 活 動 内 容 に つ

い て の 理 解 を 深 め 、 ク ラ ブ 会 員 や 役 員 が
財 団 の 活 用 方 法 や 寄 付 の 重 要 性 、 財 団
の プ ロ ジ ェ ク ト 支 援 、 グ ロ ー バ ル 及 び 地 区
補 助 金 、 奨 学 金 プ ロ グ ラ ム 、 平 和 フ ェ ロ ー
シ ッ プ な ど を 理 解 す る 為 の 説 明 で し た 。  

 
世 界 中 の 地 域 社 会 が 直 面 す る 最 も 差 し

迫 っ た 課 題 に 取 り 組 む た め で 、 ロ ー タ リ ー
ク ラ ブ が 支 援 活 動 を 通 じ て 、 枠 組 み の 提
供 さ れ て い る 五 つ の 重 点 分 野 を 取 り 上 げ
て い ま し た 。  

 
平 和 と 紛 争 予 防 / 解 決 、 疾 病 予 防 と 治

療 、 水 と 衛 生 、 母 子 の 健 康 、 教 育 と 識 字
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率 の 向 上 。 こ れ ら の 重 点 分 野 に お い て 、
今 後 、 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ は 地 域 社 会 と 連 携
し 持 続 可 能 な プ ロ ジ ェ ク ト の 実 施 や 技 術
を 提 供 す る こ と に よ り 、 よ り 大 き な イ ン パ ク
ト を 生 み 出 す 活 動 を 展 開 し て い く の で は
な い で し ょ う か 。 詳 し く は 、 市 原 財 団 委 員
長 に お 尋 ね 下 さ い 。  

 
国 際 ロ ー タ リ ー 理 事 会 が 指 定 し た ロ ー

タ リ ー の 特 別 月 間 と は 別 に 、 日 本 独 自 の
月 間 テ ー マ と し て 、 毎 年 １ ０ 月 は 米 山 月
間 と な っ て い ま す 。 １ ９ ７ ５ 年 ８ 月 、 米 山 梅
吉 翁 が ご 逝 去 し た ４ 月 ２ ８ 日 ま で の 一 週
間 を 「 米 山 週 間 」 と す る こ と が 決 定 し ま し
た 。 あ る 地 区 で す で に 行 わ れ て い た 強 化
活 動 を 全 国 に 広 げ 、 米 山 奨 学 事 業 を 促
進 す る こ と が 目 的 で し た 。 し か し １ ９ ８ ０ 年
に 、 米 山 週 間 は ４ 月 か ら １ ０ 月 に 変 更 に な
り ま し た 。 変 更 さ れ た 理 由 は 、 「 ロ ー タ リ ー
雑 誌 週 間 」 が １ ９ ７ ８ 年 度 か ら ４ 月 と な り 、
重 な っ た こ と 。 ４ 月 で は 各 ク ラ ブ へ 送 付 さ
れ る 事 業 報 告 書 な ど 資 料 数 字 が 一 年 前
の も の と な る こ と や 、 採 用 さ れ た ば か り の
奨 学 生 に 卓 話 を 依 頼 す る こ と に 無 理 が あ
り 、 交 通 機 関 の ス ト ラ イ キ が 多 く 現 実 的 に
支 障 が あ っ た た め 。 そ し て 何 よ り も 東 京 ロ
ー タ リ ー ク ラ ブ に よ る 米 山 基 金 か ら 日 本
地 区 ク ラ ブ の 共 同 事 業 と す る 決 議 や 合 意
が 行 わ れ た 地 区 大 会 が 、 い ず れ も １ ０ 月
だ っ た こ と が 大 き な 理 由 と さ れ て い ま す 。
１ ９ ８ ３ 年 か ら 週 間 制 度 が 「 月 間 」 と な り 、
１ ０ 月 が 米 山 月 間 と し て 今 に 至 っ て い る そ
う で す 。  

 
ロ ー タ リ ー は 国 や 民 族 、 文 化 、 職 業 が

異 な る 世 界 中 の 人 々 が 結 び 合 い 、 国 際 理
解 、 親 善 、 平 和 を 推 進 す る こ と を 目 的 と し
て い ま す 。 米 山 奨 学 金 も 平 和 な 日 本 を 世
界 に 伝 え 、 戦 後 の 国 際 親 善 に 寄 与 し た い
と い う 願 い か ら 、 日 本 の ロ ー タ リ ア ン に よ
っ て 設 立 さ れ ま し た 。 ど の 国 か ら の 奨 学
生 で あ れ 、 日 本 で 学 び た い と い う 夢 を 持
っ て 来 日 し ま す 。 国 籍 で 判 断 せ ず 、 国 家
間 の 問 題 を 個 人 に 置 き 換 え る こ と な く 、 一
人 で も 多 く の 日 本 の 理 解 者 、 日 本 の 友 人
を 作 る こ と こ そ が 、 米 山 記 念 奨 学 事 業 の
使 命 で あ る と 思 い ま す 。 今 後 、 無 理 の な
い 範 囲 で 協 力 し て い け れ ば と 思 い ま す 。  

 

幹 事 報 告       幹 事  寺 沢 一 三  
 
・ ラ ー ニ ン グ セ ミ ナ ー 開 催  

日 程 ： １ １ / ９ ( 土 )  1 4 時 点 鐘  
場 所 ： ウ イ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
１ １ / ８ ( 金 ) の 例 会 は あ り ま せ ん の で ご 注
意 下 さ い 。 当 日 は ウ イ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ
ー カ リ に て 昼 食 を 摂 っ て 頂 き 、 そ の 後 セ ミ
ナ ー に ご 参 加 下 さ い 。  
入 会 ５ 年 未 満 の 方 は 必 ず ご 出 席 下 さ い 。  
・ 月 見 の 会 ・ 新 入 会 員 歓 迎 会 開 催 。  
日 程 ： １ ０ / １ ８ ( 金 )  1 8 ： 3 0 点 鐘  
場 所 ： さ わ 田 茶 屋  
 
宮 野 会 員  

退 院 お め で と う ご ざ い ま す 。  

 

委 員 会 報 告  
 

稲 山  雅 治 会 員  
 

八 千 代 市 か ら 「 パ リ ２ ０ ２ ４ オ リ ン ピ ッ ク
メ ダ リ ス ト 祝 賀 パ レ ー ド 及 び 祝 賀 会 」 に
つ い て 案 内 が 来 て お り ま す 。  
パ レ ー ド ： １ １ / ９ ( 土 ) 1 0 ： 0 0 ～ 1 0 ： 2 0  
八 千 代 中 央 駅 前 広 場 か ら 出 発 し 、 ゆ り
の き 通 り 約 8 0 0 m の 区 間 を パ レ ー ド カ
ー で 走 行 し ま す 。  
祝 賀 会 ： 1 1 ： 0 0 ～ 1 2 ： 0 0  
八 千 代 市 市 民 会 館 大 ホ ー ル  
祝 賀 会 で は 、 席 を 確 保 し ま す 。 回 覧 し ま
す の で 出 欠 に つ い て ご 記 入 下 さ い 。  
 
プ ロ ジ ェ ク ト Y      委 員 長  杉  晟  
 

ユ メ セ ン は 今 年 度 で 最 後 と な り ま す 。
1 0 / 3 1 ( 木 ) ・ 1 1 / 8 ( 金 ) ・ 1 1 / 1 8 ( 月 ) に 開
催 し ま す 。 資 料 を 回 覧 し ま す の で 、 出 欠
の ご 記 入 を お 願 い 致 し ま す 。  

 
飯 田 明 彦 会 員  

 
 上 代 会 員 が 幹 事 を 務 め て い ま す 、 ６ ク ラ
ブ 親 善 ゴ ル フ 会 の 案 内 が 来 て い ま す 。  
日 程 ： １ ２ / ５ （ 木 ）  
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場 所 ： 中 山 カ ン ト リ ー ク ラ ブ  
詳 細 に つ い て は 後 日 回 覧 し ま す 。  
 
お 祝 い  
 
本 人 誕 生 日 ： 風 間 会 員  
結 婚 記 念 日 ： 風 間 会 員 ・ 佐 久 間 会 員  

江 頭 会 員  
 

例 会 行 事  
米 山 奨 学 委 員 会  委 員 長  浅 野 正 幸  

 
本 日 は ハ ル シ ュ ・ ア ニ メ ー シ ュ 君 の 卓

話 と な り ま す 。 東 大 大 学 院 合 格 お め で と う
ご ざ い ま す 。 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  
 

ﾃ ｰ ﾏ ： 今 年 達 成 し た 事 と 抱 負  
 

卓 話 者 ： 米 山 記 念 奨 学 生   
ハ ル シ ュ ・ ア ニ メ ー シ ュ 様  

 
今 日 は 、 わ た し の 日 本 で の 成 功 と 失 敗

に つ い て 話 し ま す 。 ま ず は 、 私 の 日 本 で
の 軌 跡 を お 話 し さ せ て い た だ き ま す 。
1 9 9 9 年 に イ ン ド で 生 ま れ 、 2 0 1 9 年 に 来
日 し ま し た 。 現 在 2 5 歳 で 、 血 液 型 は A
型 で す 。 東 京 日 本 語 教 育 セ ン タ ー で 日 本
語 を 学 び 始 め 、 そ こ で 日 本 語 学 習 の 苦 労
と 楽 し さ を 経 験 し ま し た 。 2 0 2 0 年 に は 小
山 工 業 高 等 専 門 学 校 に 入 学 し 、 日 本 の
教 育 シ ス テ ム と 出 会 い ま し た 。 高 専 で の
経 験 は 非 常 に 貴 重 な も の で し た 。 そ の
後 、 2 0 2 3 年 に 高 専 を 卒 業 し 、 千 葉 工 業
大 学 に 編 入 学 し ま し た 。 高 専 か ら 大 学 へ
の 移 行 は 新 し い 環 境 へ の 適 応 を 必 要 と し
ま し た が 、 今 で は 充 実 し た 日 々 を 送 っ て
い ま す 。 現 在 は 情 報 工 学 専 攻 の ４ 年 生 で
す 。  

 
キ ャ リ ア 探 索 の  j o u r n e y ( 春 、 梅 雨 ）   

キ ャ リ ア 探 索 の 道 の り は 決 し て 平 坦 で
は あ り ま せ ん で し た 。 就 職 活 動 を 始 め た
当 初 は 期 待 と 不 安 が 入 り 混 じ っ て い ま し
た 。 １ ５ 社 以 上 か ら 不 採 用 の 通 知 を 受 け

取 り 、 そ の 中 に は コ ナ ミ や L I N E な ど も 含
ま れ て い ま し た 。 特 に 印 象 に 残 っ て い る
面 接 体 験 も あ り 、 そ こ か ら 多 く の 教 訓 を 学
び ま し た 。 挫 折 を 乗 り 越 え る た め に 、 自 己
分 析 や ス キ ル ア ッ プ に 励 み 、 メ ン タ ル 面
で の 克 服 に も 取 り 組 み ま し た 。 粘 り 強 く 続
け た 結 果 、 最 終 的 に は 複 数 の 内 定 を 獲 得
す る こ と が で き ま し た 。 内 定 を も ら っ た 時
の 喜 び と 安 堵 感 は 言 葉 で は 表 現 で き な い
ほ ど で し た 。  
 
充 実 し た 夏 季 の 報 告  
 日 本 の 夏 の 経 験 に つ い て お 話 し し ま
す 。 来 日 し て ６ 年 目 に な り ま す が 、 ま だ 高
湿 度 に は 驚 か さ れ ま す 。 ま る で 蒸 し 風 呂
の 中 で 生 活 し て い る よ う で 、 時 に は 「 人 間
蒸 し 饅 頭 に な っ て い る か も 」 と 冗 談 を 言 う
ほ ど で す 。 た だ 、 こ の 暑 さ に も 意 外 な メ リ
ッ ト が あ り ま し た 。 睡 眠 ス ケ ジ ュ ー ル が 改
善 さ れ 、 勉 強 や 仕 事 の 時 間 が 増 え た の で
す 。 私 は こ れ を 「 暑 さ 寝 不 足 」 で は な く
「 暑 さ 勤 勉 効 果 」 と 呼 ん で い ま す 。  
 
熱 い 夏 、 熱 い 情 熱  

留 学 生 の 多 忙 な 季 節  
 夏 は 多 忙 な 活 動 で 溢 れ て い ま し た 。 卒
業 研 究 で は 人 工 知 能 ブ ラ ッ ク ボ ー ド シ ス
テ ム を テ ー マ に 取 り 組 ん で い ま す 。 時 に
は Ａ Ｉ に 「 人 間 よ 、 休 め 」 と 言 わ れ そ う な 気
分 に な る こ と も あ り ま す 。 イ ン タ ー ン シ ッ プ
で は 、 マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ー 用 ソ フ ト ウ ェ
ア 開 発 に 携 わ り ま し た が 、 予 想 外 に も
8 0 % が ド キ ュ メ ン ト 作 業 で し た 。 プ ロ グ ラ
マ ー と い う よ り 文 豪 に な っ た 気 分 で す 。 ま
た 、 塾 で 子 供 た ち に プ ロ グ ラ ミ ン グ を 教 え
る 機 会 も あ り 、 教 え る こ と で 自 分 も 多 く を
学 び ま し た 。 さ ら に 、 プ ロ ダ ク ト マ ネ ー ジ
ャ ー の 役 割 に も 挑 戦 し て い ま す 。 正 直 な
と こ ろ 、 「 マ ネ ー ジ ャ ー っ て 何 を す る ん だ
ろ う 」 と 今 で も 悩 ん で い ま す が 、 新 し い 役
割 に 挑 戦 す る こ と で 多 く を 学 ん で い ま す 。  

学 業 面 で は 、 T O E F L ス コ ア の 改 善 に
取 り 組 み ま し た 。 最 新 ス コ ア は １ １ ３ 点 で 、
２ 年 前 よ り １ 点 上 昇 し ま し た 。 「 継 続 は 力
な り 」 な ら ぬ 「 継 続 は １ 点 な り 」 と い う ジ ョ
ー ク を 言 う ほ ど で す 。 T O E F L ス コ ア が ２
年 で 失 効 す る こ と に は 苦 労 し ま し た が 、
「 私 の 英 語 力 は 賞 味 期 限 付 き じ ゃ あ り ま
せ ん ！ 」 と 自 分 に 言 い 聞 か せ て い ま す 。
大 学 で は 編 入 生 と し て 複 数 の 授 業 を 受 講
し て い ま す が 、 時 間 割 の 過 密 さ に は 「 こ れ
っ て 本 当 に 人 間 用 ？ 」 と 思 う こ と も あ り ま
す 。 学 業 と 他 の 活 動 の バ ラ ン ス を 取 る こ と
は 難 し い で す が 、 工 夫 し な が ら 乗 り 越 え
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て い ま す 。  
 

人 生 の 急 展 開 ！  
親 孝 行 と 大 学 院 入 試 の 珍 事  

 嬉 し い こ と に 、 2 0 1 9 年 以 来 初 め て 家 族
が 来 日 し ま し た 。 デ ィ ズ ニ ー ラ ン ド 、 京
都 、 奈 良 、 長 崎 、 広 島 、 金 沢 な ど 、 日 本 の
名 所 を 案 内 し ま し た 。 日 本 文 化 を 家 族 に
紹 介 す る 喜 び を 感 じ る と 同 時 に 、 観 光 ガ
イ ド と し て の 苦 労 も 味 わ い ま し た 。 毎 年 の
よ う に 友 人 や 親 戚 が 日 本 に 来 る の で 、 良
い ホ ス ト に な ろ う と 頑 張 っ て い ま す 。 で も
正 直 、 金 閣 寺 は １ ０ 回 以 上 行 っ た の で 、 も
う 見 飽 き ま し た 。 「 金 ぴ か 建 物 、 は い 、 分
か り ま し た 。 次 行 き ま し ょ う 」 と 言 い た く な
る ほ ど 見 飽 き て し ま い ま し た 。  
 
東 大 大 学 院 入 試  
 最 後 に 、 東 京 大 学 大 学 院 入 試 に つ い て
お 話 し し ま す 。 予 想 外 の 合 格 で し た 。 筆
記 試 験 の 手 応 え は な く 、 面 接 で は 正 直 に
「 松 尾 研 究 室 が 第 一 志 望 で す が 、 第 二 志
望 に つ い て も 話 し 合 い た い で す 。 」 と 伝 え
ま し た 。 面 接 官 が 大 笑 い し て 「 ま た 来 た
か 」 と 言 わ れ た 時 は 、 不 合 格 を 覚 悟 し ま し
た 。 結 果 発 表 の 日 、 家 族 と 一 緒 に い ら れ
た こ と は 幸 運 で し た 。 た だ 、 家 族 の 反 応
は 意 外 で し た 。 お 祝 い は ア イ ス ク リ ー ム を
食 べ に 行 っ た だ け で 、 親 か ら は 「 東 大 の
学 部 が 本 当 に 大 変 な ん だ 。 大 学 院 な ん て
誰 で も 簡 単 に 入 れ る よ 」 と 冗 談 を 言 わ れ
ま し た 。  
 
研 究 テ ー マ の 変 更  

合 格 と 同 時 に 、 研 究 テ ー マ も Ａ Ｉ を 使 っ
た 物 体 検 出 か ら Ａ Ｉ コ ン テ ナ 間 の 通 信 プ ロ
ト コ ル の 研 究 へ と 変 更 に な り 、 新 し い 挑 戦
へ の 期 待 と 不 安 が 入 り 混 じ っ て い ま す 。  

 
最 後 に な り ま し た が 、 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ

へ 心 か ら の 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。 皆 様 か
ら の 奨 学 金 の お か げ で 、 私 は こ れ ら の 貴
重 な 経 験 を 積 む こ と が で き ま し た 。 ロ ー タ

リ ー ク ラ ブ 会 員 の 皆 様 の 継 続 的 な サ ポ ー
ト と 励 ま し に 、 心 か ら 感 謝 し て い ま す 。 今
後 も 皆 様 の 期 待 に 応 え ら れ る よ う 、 精 進 を
続 け て ま い り ま す 。 将 来 は 、 社 会 に 還 元
で き る よ う 努 力 し て い き た い と 思 い ま す 。  

本 日 は 貴 重 な 発 表 の 機 会 を い た だ き 、
誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 ご 清 聴 あ り
が と う ご ざ い ま し た 。  

 
～ ニ コ ニ コ B O X ～      ￥ 4 7 , 0 0 0 -  
☆ 昨 日 免 許 更 新 し て き ま し た 。  風 間  
☆ 1 0 / 1 0 体 育 の 日 に 結 婚 し ま し た が 、
い い 加 減 な 政 治 家 が 変 え て し ま っ て 残
念 。 ４ ９ 年 に な り ま す 。  風 間  

☆ 結 婚 ４ ５ 年 に な り ま す 。  
あ っ と い う 間 で し た 。 佐 久 間  

☆ 結 婚 記 念 日 の お 祝 い  
有 難 う ご ざ い ま す 。  江 頭  

☆ ア ニ メ ー シ ュ 君 卓 話 楽 し み で す 。  
三 井 ・ 寺 沢 ・ 安 宅 ・ 中 島 貞 好 ・ 山 浦 ・ 池 田  
佐 々 木 ・ 浅 野 正 幸 ・ 江 口 ・ 菊 川 ・ 稲 山  
☆ 病 の 為 １ か 月 休 み ま し た 。  宮 野  
☆ 宮 野 さ ん  

退 院 お め で と う ご ざ い ま す 。 上 代  
☆ 先 週 休 み ま し た 。  山 﨑  
☆ 青 少 年 交 換 留 学 制 度 の ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 内 ﾙ ｰ ﾙ
づ く り の 為 の W o r k i n g  G r o u p を 始 め
た い と 思 い ま す 。  齋 藤 敏 夫  

☆ 本 日 教 師 の 日 。 村 上 東 中 学 校 の P T A
会 長 と し て 先 生 方 へ 感 謝 を 述 べ に 行 っ
て 参 り ま す 。 早 退 し ま す 。  伊 藤  

☆ 長 野 県 小 海 町 2 5 回 遠 藤 杯 （ 3 9 名 参
加 ） で 小 海 町 よ り 感 謝 状 を 頂 き ま し た 。
最 後 の ｺ ﾝ ﾍ ﾟ で し た 。  遠 藤  

☆ 中 山 ｺ ﾞ ﾙ ﾌ ｺ ﾝ ﾍ ﾟ 優 勝 し ま し た 。 病 と 闘
い 、 ｺ ﾞ ﾙ ﾌ と 戦 い 、 良 き ﾊ ﾟ ｰ ﾄ ﾅ ｰ に 恵 ま
れ お 蔭 様 の 優 勝 、 嬉 し か っ た で す 。 杉  

 
～ 友 愛 B O X ～       ￥ 2 , 0 0 0 -  
☆ ア ニ メ ー シ ュ さ ん  

卓 話 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  朝 戸  
☆ ネ ク タ イ 忘 れ ま し た 。  市 原

 近 隣 ク ラ ブ 例 会 日  
火 曜 日  四 街 道 R . C  
火 曜 日  八 千 代 中 央 R . C  
水 曜 日  習 志 野 R . C  
水 曜 日  佐 倉 中 央 R . C  
木 曜 日  佐 倉 R . C  
木 曜 日  習 志 野 中 央 R . C  

  例 会 場  
四 街 道 ゴ ル フ 倶 楽 部  

ウ ィ シ ュ ト ン ホ テ ル ・ ユ ー カ リ  
習 志 野 商 工 会 議 所 会 館  
ｳｨｼｭﾄﾝﾎﾃﾙ･ﾕｰｶﾘ 最終ｵﾘﾍﾞｰﾄ夜間 

佐 倉 商 工 会 議 所  

習 志 野 商 工 会 議 所 会 館      １ ０ 月 の ロ ー タ リ ー レ ー ト １ ド ル ￥ １ ４ ２ -  

 会 員  

総 数  

出 席  

対 象 者  
出 席 者  ％  

1 0 / ４  ５ ４  ４ ７  ４ １  8 7 . 2 3  

■クラブ広報委員会  委員 長 :  菊 川秀明  副委員長 :佐 久間勇治  
■欠席の際は必ず月曜日迄 に事 務局に連絡して下さい  
■例会日 :金曜日 1 2 : 3 0 ～ 1 3 : 3 0  
■例会場 : ﾊ ﾟ ｯ ｿ ･ ﾉ ｳ ﾞ ｨ ｰ ﾀ (〒2 7 6 - 0 0 4 9 八千代市緑が丘 1 - 1 - 1 公園都市プラザ 1F : F A X 0 4 7 - 4 5 0 - 0 0 5 0）  


